
令和３年食中毒発生状況

死者数（人） 件数（件） 患者数（人） 死者数（人）

0 5 17 0

0 4 16 0

　　うち１人の事例 0 1 1 0

0 4 115 0

番号 発生月日 受理月日 発生場所 摂取者数 患者数 死者数 原因食品 病因物質 原因施設 摂取場所

1 1月16日 1月17日 宇部市 28 6 0
豚肉のロースト　シャリ

アピンソース
黄色ブドウ球菌

飲食店
(一般食堂)

飲食店
(一般食堂)

2 8月17日 8月18日 山口市 2 2 0 ハスバ里芋 シュウ酸カルシウム
その他

（個人の菜園）
家庭

3 9月23日 9月24日 萩市 1 1 0 ふぐの刺身、吸い物 テトロドトキシン 家庭 家庭

4 10月3日 10月4日 長門市 2 2 0 ふぐの刺身、みそ汁 テトロドトキシン 家庭 家庭

5 10月21日 10月22日 岩国市 9 6 0 ヒラメの刺身
クドア・セプテンプン

クタータ
飲食店

(一般食堂)
飲食店

(一般食堂)

令和３年 6 24

岩国市内の飲食店が調理・提供した料理を喫食した９人のうち、
６人が、下痢、嘔吐、発熱を主症状とする食中毒に罹患した。

山口市内の個人が「ハスイモ」として栽培・出荷したハスバ里芋
の茎を喫食した２人のうち、２人が口腔・喉の痛み、悪心を主症
状とする食中毒に罹患した。

自ら釣ったフグを自宅で調理し、喫食した萩市内の１人が口唇及
び四肢のしびれ、嘔吐を主症状とする食中毒に罹患した。

親族が捕獲したフグを譲受け、自宅で調理し、喫食した長門市内
の２名が口唇及び四肢のしびれ、ふらつきを主症状とする食中
毒に罹患した。

令和２年 4 115

山口県

発生概要

宇部市内の飲食店が調理・提供した料理を喫食した２８人のう
ち、６人が、嘔吐、下痢を主症状とする食中毒に罹患した。

　　うち２人以上の事例

山口県全体 県関係のみ

件数（件） 患者数（人）

5 23

1 1


